
心
を
込
め
て
育
て
た
農
作
物
が

栗
東
ブ
ラ
ン
ド
の
お
酒
に
！

特
集
‥ 

栗
東
ブ
ラ
ン
ド
に
乾
杯

★まちの元気＆魅力発信★★

http://www.city.ritto.shiga.jp/
ホームページアドレス

Ｒitto
広報りっとう

8
2016

No.931

　昨年、限定販売された、純米酒「金勝」とかぼちゃ焼酎
「金勝」。原材料は、栗東が誇るブランド農作物「栗東く
り太郎かぼちゃ」と「こんぜ清流米」です。
　生産者が大切に育てた農作物が違う形で新し
い栗東ブランドになりました。
（生産者の皆さん〔上：こんぜ清流米の水田、下：農事組合法人 

上砥山営農組合とヤンマーシンビオシス㈱の協働農園〕）

・オリンピック・パラリンピックに声援を…Ｐ ６～７
・台風シーズンに備えましょう………… Ｐ ８
・熊本地震災害募金箱設置・義援金受付を延長…Ｐ ９
・りっとう再発見
　発掘調査と地名～林遺跡～ ……… Ｐ12

10 月 1 日、栗東市は市制施行 15 周年
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か
ぼ
ち
ゃ
焼
酎
「
金
勝
」
の
原
材
料
、

「
栗
東
く
り
太
郎
か
ぼ
ち
ゃ
」。
こ
の
か

ぼ
ち
ゃ
は
、「
栗
東
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し

て
特
産
化
に
向
け
た
栽
培
研
究
が
繰
り

返
さ
れ
、
平
成
26
年
度
か
ら
本
格
的
な

出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
く
り
太
郎
」

と
い
う
品
種
で
、
栗
の
よ
う
な
ホ
ク
ホ

ク
感
と
甘
み
が
特
徴
。
栗
東
市
内
の
平

成
28
年
産
の
栽
培
面
積
は
約
３
０
０
０

㎡
で
す
。

　

栗
東
く
り
太
郎
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
焼

酎
が
誕
生
し
た
の
は
、
昨
年
10
月
。
Ｊ

Ａ
栗
東
市
の
合
併
50
周
年
記
念
に
合
わ
せ

て
、
企
画
・
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
原
材
料

に
は
、
農
事
組
合
法
人 

上
砥
山
営
農
組

合
の
か
ぼ
ち
ゃ
５
０
０
㎏
と
栗
東
産
の

お
米
２
０
０
㎏
を
使
用
し
、
収
穫
し
た

か
ぼ
ち
ゃ
の
下
処
理
も
関
係
者
が
１
日

か
け
て
実
施
。
製
造
さ
れ
た
７
２
０
㎖

９
０
０
本
が
完
売
し
ま
し
た
。

　
「
今
年
は
営
農
組
合
全
体
で
１
５
０
０

㎡
、
３
５
０
株
の
か
ぼ
ち
ゃ
を
手
間
を
か

け
て
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。
今
年
も
毎

日
手
で
受
粉
さ
せ
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
下
に
１

枚
１
枚
、
計
約
２
０
０
０
枚
の
ク
ッ
シ
ョ

ン
を
敷
き
ま
し
た
。
昨
年
の
焼
酎
に
は
、

出
荷
す
る
の
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
か
ぼ
ち
ゃ

を
使
用
し
ま
し
た
。
焼
酎
造
り
に
使
う
お

米
も
栗
東
の
お
米
を
使
っ
て
お
り
、
育
て

た
か
ぼ
ち
ゃ
が
焼
酎
に
な
っ
た
時
は
う

れ
し
く
、
他
の
お
酒
を
飲
ん
だ
時
と
は

少
し
違
う
気
分
で
し
た
。

　

昔
か
ら
上
砥
山
の
伝
統
行
事
は
す
べ
て

農
業
と
結
び
つ
き
、
農
業
は
地
域
に
身
近

な
も
の
で
し
た
。
現
在
、
営
農
組
合
の
主

要
メ
ン
バ
ー
は
20
人
で
平
均
年
齢
は
約
68

歳
。
後
継
者
不
足
が
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
と
も
に
、
販
売
ル
ー
ト
の
拡
大
が
必
要

で
す
。
生
産
者
は
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
ま

す
の
で
、
栗
東
の
皆
さ
ん
は
、
農
作
物
は

ぜ
ひ
地
元
の
も
の
を
買
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
か
ぼ
ち
ゃ
焼
酎
で
の
関
心
が
、

市
内
の
地
産
地
消
を
進
め
る
き
っ
か
け

に
つ
な
が
れ
ば
」
と
語
る
、
組
合
長
の

山
元
新
一
郎
さ
ん
。

　

か
ぼ
ち
ゃ
焼
酎
と
い
う
加
工
品
が
、

も
と
の
農
作
物
の
素
晴
ら
し
さ
を
見
直

し
、
地
産
地
消
を
考
え
る
契
機
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

「栗東くり太郎かぼちゃ」「こんぜ清流米」のお酒。

地産地消を進め、地域に夢を与える。

栗
東
ブ
ラ
ン
ド
に
乾
杯

栗
東
に
ち
な
ん
だ

ブ
ラ
ン
ド
野
菜
が
焼
酎
に

出
荷
レ
ベ
ル
の
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
い
、

焼
酎
の
お
米
も
栗
東
産

　

純
米
酒
「
金
勝
」、
か
ぼ
ち
ゃ
焼
酎
「
金
勝
」
は
、「
こ
だ
わ
り
の
農
作
物
か
ら
栗
東
な
ら
で
は
の
特
産
品
を
作
ろ
う
」
と
、

市
内
の
生
産
者
・
酒
造
メ
ー
カ
ー
・
農
業
協
同
組
合
の
３
者
が
連
携
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
栗
東
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
新
た
に
生
ま
れ
た
お
酒
は
、
農
業
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

１

2

写真①「焼酎には出荷するのと同じレベルのかばちゃを使用しています」と右から山元新一郎組合長、
太田一さん、佐野貞雄さん②焼酎にするため、手作業でかぼちゃを８等分し、種とワタを取ります
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「栗東ブランド」を目指したお酒

※農業者と商工業者の連携で
　地域の活性化につなげる

　純米酒「金勝」とかぼちゃ焼酎「金勝」
はともに「栗東ブランド」として、栗東
のこだわり農作物の魅力をいかすため、
農業者と商工業者が連携して事業展開し
ています。
　連携した取組みにより、栗東ならでは
のお酒が誕生し、新たな魅力発信につな
がっています。
　また、農作物は収穫・販売の時期が限
られていますが、加工品にすることでよ
り柔軟な販売ができます。
　このことから生産者の所得向上などが
期待されています。

３者の連携
で誕生

栗
東
を
代
表
す
る

清
流
米
が
日
本
酒
に

　

純
米
酒
「
金
勝
」
の
原
材
料
、
こ
ん

ぜ
清
流
米
。
金
勝
地
域
で
も
山
手
の
特

に
水
の
美
し
い
棚
田
で
育
っ
た
産
地
限

定
の
お
米
で
す
。
平
成
28
年
産
の
栽
培

面
積
は
約
４
万
㎡
。
環
境
と
安
全
に
こ
だ

わ
っ
た
農
産
物
と
し
て
、
滋
賀
県
の
「
環

境
こ
だ
わ
り
農
産
物
」
の
認
証
を
取
得

し
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
ぜ
清
流
米
の
生
産
者
は
現
在
15

人
。
平
成
14
年
に
「
こ
ん
ぜ
清
流
米
研

究
会
」
を
設
立
し
、
毎
年
、
感
謝
祭
を

開
催
す
る
な
ど
、
消
費
者
の
意
見
を
聴

く
機
会
を
積
極
的
に
設
け
、
普
及
拡
大

に
努
め
て
い
ま
す
。

日
本
酒
の
製
造
で

地
域
に
夢
が
広
が
る

　

こ
ん
ぜ
清
流
米
の
日
本
酒
が
販
売
さ

れ
た
の
は
、
昨
年
６
月
か
ら
。
清
流

米
６
６
０
㎏
を
使
っ
て
製
造
さ
れ
た
、

７
２
０
㎖
と
一
升
瓶
、
合
計
１
３
０
０

本
が
完
売
し
ま
し
た
。

　
「
獣
害
と
も
戦
い
な
が
ら
、
手
間
を
か

け
て
お
い
し
い
お
米
を
作
っ
て
い
ま
す
。

大
変
な
の
は
草
刈
り
で
、
毎
月
定
期
的

に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
使
用
し
て
い

る
品
種
は
、
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
で
、
加
工
す

る
と
甘
み
が
出
ま
す
。
育
て
た
お
米
が

違
う
形
で
商
品
化
さ
れ
、
感
慨
深
か
っ

た
で
す
。

　
『
こ
ん
ぜ
清
流
米
研
究
会
』
の
若
手

は
40
代
。
後
継
者
不
足
の
課
題
も
あ
り

ま
す
。
常
に
若
い
人
の
考
え
を
取
り
入

れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
日
本
酒
の
製
造
で
、若
い
人
に
も『
こ

ん
ぜ
清
流
米
で
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る

よ
』
と
前
向
き
な
事
例
提
案
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
は
後
継
者
不
足
の
課
題
解
決

に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
昔
、
金
勝
地
域
に
あ
っ
た

酒
蔵
で
『
金き

ん

泉せ
ん

』
と
い
う
日
本
酒
が
造

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
金
勝
の
地
名
と
水

に
由
来
す
る
お
酒
で
す
。こ
れ
か
ら
は
、

純
米
酒
『
金
勝
』
が
こ
の
地
域
の
名
前

を
残
す
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
語
る

会
長
の
山
口
重
三
さ
ん
。

　

純
米
酒
「
金
勝
」
が
地
域
に
夢
を
広

げ
て
い
ま
す
。

ブランド農作物を

3

4

写真③良いお酒ができるように手作りの「杉玉」に願いを込める清流米
の生産者、社納源太郎さん④「獣害や草刈りが大変」と山口重三会長

作る

■■栗東ブランドに乾杯■■

生産

加工

流通・販売

栗東くり太郎かぼちゃ生産者
こんぜ清流米生産者

太田酒造株式会社

ＪＡ栗東市



4No.931　2016. ８. １　　　広報りっとう

　

純
米
酒
「
金
勝
」、
か
ぼ
ち
ゃ
焼
酎

「
金
勝
」
を
製
造
し
た
の
は
、
太
田
酒

造
株
式
会
社
。
草
津
市
に
創
業
明
治
７

年
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
酒
蔵
を
所
有
し
、

江
戸
末
期
か
ら
続
く
酒
造
り
の
土
壌
を

守
り
、
継
承
し
て
い
く
と
同
時
に
、
時

代
の
流
れ
に
応
じ
た
新
し
い
試
み
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

　

金
勝
地
域
に
あ
る
浅
柄
野
の
ぶ
ど
う

園
で
収
穫
さ
れ
、
併
設
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
製
造
さ
れ
た
「
浅
柄
野
ワ
イ
ン
」
は
、

栗
東
の
地
域
名
が
つ
い
た
お
い
し
い
ワ

イ
ン
と
し
て
栗
東
の
魅
力
発
信
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
当
社
で
は
、
こ
ん
ぜ
清
流
米
を
使
っ

た
純
米
酒
を
平
成
22
年
、『
社
団
法
人 

栗

東
青
年
会
議
所
創
立
35
周
年
記
念
式
典
』

の
開
催
時
に
記
念
品
と
し
て
製
造
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
か
ぼ
ち

ゃ
焼
酎
も
、
15
年
ほ
ど
前
に
旧
浅
井
郡

の
『
栗
え
び
す
』
で
造
っ
た
経
験
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
栗
東
の

農
作
物
で
お
酒
を
造
る
と
い
う
話
を
引

き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
酒

造
り
に
は
水
が
重
要
な
要
素
の
一
つ
で

す
が
、
ど
ち
ら
も
、
浅
柄
野
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
に
あ
る
地
下
水
を
浄
化
・
冷
却
し

た
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
美

し
く
て
冷
た
い
水
は
、『
尽
き
る
こ
と
の

な
い
水
』
と
い
う
意
味
で
、
私
た
ち
は

『
不ふ

盡じ

の
名
水
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
水
を
日
本
酒
は
、
仕
込
水
と
し
て
、

焼
酎
は
、
所
定
の
度
数
に
加
水
調
整
す

る
際
の
水
と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。

　

純
米
酒
『
金
勝
』
の
精
米
歩
合
は
70
％

で
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
は
15
度
。
焼
酎

『
金
勝
』
は
単
式
蒸
留
焼
酎
で
、
ア
ル
コ

ー
ル
度
数
は
25
度
。
い
ず
れ
も
、
昨
年

の
経
験
を
踏
ま
え
、
よ
り
お
い
し
い
お

酒
を
造
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
」

と
代
表
取
締
役
の
太
田
精
一
郎
さ
ん
。

　

古
来
か
ら
続
く
豊
か
な
酒
造
り
の
経

験
に
よ
り
、
栗
東
ブ
ラ
ン
ド
の
農
産
物

が
お
い
し
い
お
酒
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

っ
て
い
ま
す
。

　 ブランド酒を

造
る

江
戸
末
期
か
ら
続
く
伝
統
あ
る
酒
造
り
。

豊
か
な
経
験
で
ブ
ラ
ン
ド
農
作
物
が
日
本
酒
・
焼
酎
に
。

栗
東
の
地
域
名
が
つ
い
た

ワ
イ
ン
で
魅
力
発
信

「
不ふ

盡じ

の
名
水
」
を

日
本
酒
と
焼
酎
に

　

本
来
、
日
本
酒
を
造
る
時
に
一
般

的
に
は
、
酒
造
り
に
適
し
た
「
酒し

ゅ

造ぞ
う

好こ
う

適て
き

米ま
い

」
を
使
用
し
ま
す
。
純
米
酒

「
金
勝
」
の
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
は
食
用
の
米

で
す
の
で
、
味
の
ふ
く
ら
み
が
出
に

く
い
米
。
ま
た
、
使
用
し
た
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
仕
込
水
も
硬
度
が
高
く
、
発

酵
が
早
い
た
め
、
淡
麗
に
な
り
や
す

い
で
す
。
こ
の
た
め
、
今
年
は
発
酵

を
緩
や
か
に
す
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。

　

杜
氏
に
な
っ
て
20
年
以
上
で
す

が
、
貴
重
な
体
験
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
純
米
酒
「
金
勝
」
も
か
ぼ
ち

ゃ
焼
酎
「
金
勝
」
も
、
自
社
製
品

で
は
な
く
、
依
頼
を
受
け
た
、
大

切
な
お
酒
。
失
敗
で
き
な
い
と
い

う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し
た

が
、
無
事
に
出
来
上
が
り
、
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。　

　

二
つ
の
お
酒
は
、
地
元
産
の
こ
だ

わ
り
の
材
料
を
使
っ
て
お
り
、
栗

東
な
ら
で
は
の
物
語
が
あ
る
お
酒
。

世
の
中
に
お
い
し
い
お
酒
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ス
ト
ー
リ
ー

が
あ
る
お
酒
は
特
色
が
出
せ
る
と

と
も
に
、
夢
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

ストーリーがあるお酒には夢がある。

太田酒造株式会社
杜氏　梶塚 英夫さん

「不
ふ

盡
じ

の名水」にちなむ「不
ふ

盡
じ

蔵
ぐら

」で日本酒と焼酎が
丹念に造られています
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栗
東
こ
だ
わ
り
農
作
物
の
魅
力
を
い
か
す
こ
と
が

栗
東
の
農
業
を
守
り
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

日
本
酒
の
製
造
過
程
で
出
た
酒
か

す
１
４
０
㎏
の
う
ち
、
１
２
０
㎏
を

肥
料
と
し
て
活
用
。

　

20
㎏
は
ス
コ
ー
ン
や
パ
ウ
ン
ド
ケ

ー
キ
の
材
料
に
な
り
、
奈
良
漬
け
の

製
造
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

栗東ブランドを

売る

環境にやさしい資源循環型のお酒づくり

こんぜ清流米

純米酒「金勝」

酒かす

肥料

加工品

生
産
者
の
所
得
拡
大
を
目
指
し

ア
イ
デ
ア
で
栗
東
を
売
る

酒
か
す
を
肥
料
に

資
源
循
環
型
農
業
に
挑
戦

　

純
米
酒「
金
勝
」、か
ぼ
ち
ゃ
焼
酎「
金

勝
」
を
企
画
・
販
売
す
る
の
は
、
Ｊ
Ａ

栗
東
市
。今
年
も
６
月
か
ら
純
米
酒「
金

勝
」
が
「
田
舎
の
元
気
や
」
で
展
示
・

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
ぼ
ち
ゃ
焼
酎

「
金
勝
」
も
、
夏
に
収
穫
さ
れ
た
か
ぼ

ち
ゃ
を
使
っ
て
製
造
さ
れ
、
12
月
上
旬

に
は
店
頭
に
並
ぶ
予
定
で
す
。

　
「
お
酒
の
名
前
は
、
地
域
に
こ
だ
わ
り

の
農
作
物
が
あ
り
、
特
性
が
出
し
や
す
い

『
金
勝
』
に
統
一
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
栗
東
市
が
目
指
す
べ
き
も
の
は

何
よ
り
も
生
産
者
の
所
得
拡
大
で
す
。

純
米
酒
と
焼
酎
造
り
に
取
り
組
ん
だ
の

も
、
加
工
品
を
手
が
け
る
こ
と
で
生
産

者
の
所
得
を
増
や
す
た
め
で
す
。
日
本

酒
も
焼
酎
も
米
を
使
う
の
で
、
栗
東
産

の
米
の
需
要
拡
大
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
今
年
は
ギ

フ
ト
と
し
て
、
純
米
酒
『
金
勝
』
と
お

米
を
セ
ッ
ト
に
し
て
販
売
し
て
い
ま

す
。
お
酒
と
合
わ
せ
て
、
自
慢
の
栗
東

米
を
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

か
ぼ
ち
ゃ
焼
酎
『
金
勝
』
は
昨
年
よ

り
も
樽
の
中
で
熟
成
さ
せ
、
か
ぼ
ち
ゃ

本
来
の
甘
み
が
出
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
。
今
年
は
、
市
内
全
体
の
生
産
者
で

取
り
組
み
、
原
材
料
を
５
０
０
㎏
か
ら

８
０
０
㎏
に
増
や
し
、
よ
り
多
く
の
か

ぼ
ち
ゃ
を
消
費
拡
大
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。
こ
だ
わ
り
の
農
作
物
や
２
つ
の

お
酒
で
栗
東
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と

代
表
理
事
組
合
長
の
佐
野
宗
二
さ
ん
は

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
、
Ｊ
Ａ
栗
東
市
は
、
純
米
酒

「
金
勝
」
の
製
造
過
程
で
出
た
搾
り
か
す

を
次
の
米
づ
く
り
の
肥
料
や
加
工
品
に
活

用
す
る
資
源
循
環
型
農
業
に
も
挑
戦
。
よ

り
広
が
り
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
の
お
酒
に
関
わ
る
多
く
の
人
と

努
力
。
生
産
・
加
工
・
販
売
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
プ
ロ
意
識
の
結
集
が
栗
東
ブ
ラ

ン
ド
の
農
作
物
に
新
た
な
価
値
を
加

え
、農
業
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
ま
す
。

今年の純米酒「金勝」や加工品を
田舎の元気やで販売中■■栗東ブランドに乾杯■■
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　セッターを務める田代選手の背番号は「20」
で、初のオリンピック出場です。
　オリンピックでの女子バレー日本の予選は、初
戦が８月６日㈯の韓国戦。一丸となったチームプ
レーで初戦突破につながるトスが期待されます。

栗東から声援を届けましょう！

　

本
市
出
身
の
３
人
の
選
手
が
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

さ
れ
ま
す
。

　

田
代
佳
奈
美
さ
ん
（
25
歳
・
安
養
寺
出
身
・
東
レ
ア
ロ
ー
ズ
）
が
女
子
バ
レ
ー
日
本
代
表
と
し
て
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
。
木
村
敬
一
さ
ん
（
25
歳
・
綣
出
身
・
東
京
ガ
ス
）
が
競
泳
（
視
覚
障
害
）
男
子

の
日
本
代
表
と
し
て
、
近
藤
寛
子
さ
ん
（
49
歳
・
小
野
在
住
・
滋
賀
銀
行
）
が
視
覚
障
害
者
マ
ラ
ソ
ン

女
子
の
日
本
代
表
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
８
月
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
９
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
広
報
９
月
号
で
は
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
特
集
記
事
と
し
て
、
木
村
選
手
と
近
藤
選
手
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
が
存
分
に
発
揮
で
き
る
大
会
に
な
る
よ
う
に
、
３
人
の
選
手
に
、
栗
東
か

ら
大
き
な
声
援
を
届
け
ま
し
ょ
う
！

田代 佳奈美選手

オリンピック・女子バレー日本代表 頑
張
れ
！
田
代
選
手
、
木
村
選
手
、
近
藤
選
手
。

市役所に応援幕を掲示中
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　パラリンピックは３度目の出場。前回のロンド
ン大会では、日本代表選手団の旗手を務め、男子
100m平泳ぎで銀メダル、男子100mバタフライで銅
メダルを獲得。
　日本を代表する水泳選手として、今回の大会でも
活躍が期待されています。　　

　今回の大会から正式種目となった「視覚障害者マ
ラソン女子」で初のパラリンピック出場。自己ベス
トタイムは３時間18分５秒。
　信頼する伴走者や支える人々とともに、「チーム
近藤」でリオの舞台に臨みます。

オリンピック・パラリンピックに

木村 敬一選手

パラリンピック・競泳（視覚障害）男子代表

近藤 寛子選手

パラリンピック・視覚障害者マラソン女子代表

　

市
内
で
は
、
小
野
在
住
の
近
藤
さ
ん

の
激
励
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

声
援
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
１
日
は
、
栗
東
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
、
近
藤
さ
ん
が

「
あ
き
ら
め
な
い
心
～
マ
ラ
ソ
ン
と
の
出

会
い
か
ら
」
と
題
し
て
講
演
。
会
場
は

大
き
な
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
近
藤
さ
ん
を
応
援
す
る

歌
の
合
唱
や
花
束
の
贈
呈
で
激
励
す
る

と
も
に
、
近
藤
さ
ん
へ
の
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
書
き
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

後
日
、
本
人
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
世
代
も
応
援

近
藤
選
手
に
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ

①②感動に包まれた、近藤さんの
講演会 ③メッセージを本人に手渡し

１

２

３
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FAX

　

台
風
は
気
象
情
報
を
収
集
す
る
こ
と

で
、
余
裕
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
気
象
情
報
を
活
用
し
て
台

風
が
来
る
前
に
安
全
点
検
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

　

農
地
、
用
排
水
路
、
た
め
池
、
堰せ

き

、
水

門
の
点
検
、
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
降
雨
で
い
つ
も
冠
水
す
る
農
地
や
、

氾
濫
の
危
険
が
あ
る
水
路
な
ど
を
あ

ら
か
じ
め
集
落
内
で
確
認
し
合
い
、

情
報
を
共
有
す
る

※
用
排
水
路
を
清
掃
し
、
故
障
箇
所

が
あ
れ
ば
補
修
す
る

※
水
門
、
堰
を
操
作
し
故
障
、
問
題

が
な
い
か
確
認
す
る

※
台
風
前
に
対
策
で
き
る
よ
う
水

門
、
堰
な
ど
の
操
作
に
つ
い
て
誰

が
ど
こ
を
行
う
か
な
ど
、
事
前
に

確
認
し
合
う

※
傾
斜
地
の
農
地
は
排
水
溝
を
設
け
、

崩
壊
や
土
壌
浸
食
を
防
止
す
る

※
非
常
時
の
応
急
資
材
（
土
の
う
、

杭
、
ロ
ー
プ
な
ど
）
を
準
備
す
る

※
た
め
池
は
、
堤
に
崩
れ
や
変
形
が

な
い
か
、
池
内
に
枯
木
、
雑
物
な

ど
は
な
い
か
、
用
排
水
路
や
取
水

施
設
が
機
能
低
下
し
て
い
な
い
か

確
認
す
る

※
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
用
排

水
路
や
た
め
池
な
ど
の
水
位
を
下

げ
て
お
く

※
た
め
池
や
用
排
水
路
付
近
に
は
、

子
ど
も
が
近
づ
く
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
日

頃
か
ら
安
全
性
を
確
認
す
る

■
人
命
第
一
で
す
。
事
前
対
策
は
、

台
風
接
近
前
に
余
裕
を
も
っ
て
行

い
ま
し
ょ
う
。

■
事
後
対
策
の
作
業
や
、
ほ
場
の
見

回
り
な
ど
は
気
象
情
報
を
確
認

し
、
風
雨
が
治
ま
っ
て
か
ら
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

大
雨
が
続
く
と
地
盤
が
緩
み
、
が
け
崩
れ

や
土
石
流
な
ど
の
土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

急
傾
斜
地
付
近
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
土

砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
時
に
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
や
防
災
無
線
な
ど
を
通
じ

て
発
表
さ
れ
る
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

長雨や大雨で危険だ
と思ったら、土砂災
害警戒情報、避難情
報に注意して、早め
に避難しましょう。

土石流はスピードが
速いため、土砂の流
れる方向に対して直
角に逃げましょう。
避 難 で き な い 場 合
は、建物の２階や崖
から離れましょう。

日頃から家族で避難場
所や避難場所までの道
順を決めておきましょ
う。大雨の時、崩れや
すい崖や水が溢れるお
それがある河川や水路
は避けましょう。

■水稲の共同防除を実施
　お米を病害虫から守るた
め、７月下旬から８月中旬
にかけて、一斉防除が行わ
れます。
　住宅に近い農地では、地
上から農地に向けて人によ
る防除を実施します。まと
まった農地では、無人ヘリ
コプターを作業員が操作し
て農薬を散布します。
　どちらも早朝作業になり
ます。皆さんのご理解をお
願いします。
■あぜ草を燃やさないで
　雑草を燃やしたことによ
る、煙の苦情、ボヤ、延焼
などの事故がおきています。
　刈り草などは燃やさない
ようにしてください。

問
道
路
・
河
川
課 

管
理
・
用
地
係

  　

☎
551-

０
２
９
２ 　

552-

７
０
０
０

　

危
機
管
理
課 

総
合
防
災
・
危
機
管
理
係

  　

☎
551-

０
１
０
９ 　

551-

０
１
４
９

FAXFAX

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
ま
し
ょ
う

土
砂
災
害
に
注
意

気
象
情
報
の
収
集

農
業
用
施
設
の
点
検
、
確
認台風前に用排水路の安全点検が大切

問
農
林
課 

農
政
係

  

☎
551-

０
１
２
４ 　

551-

０
１
４
８
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りっとうの
商工振興

新
規
事
業
で
中
小
企
業
や

創
業
希
望
者
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

問
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

  

☎
551-

０
２
３
６ 　

551-

０
１
４
８

FAX

信
用
保
証
料
助
成
制
度

「
り
っ
と
う
元
気
力
向
上
相
談
会
」

　

中
小
企
業
な
ど
の
負
担
軽
減
と
経
営

基
盤
の
強
化
を
目
指
し
、
地
域
経
済
の

発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
、
信
用
保
証
料

助
成
制
度
を
拡
充
・
延
長
し
ま
す
。

■
対
象
融
資
…
平
成
28
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
に
融
資

実
行
さ
れ
た
下
記
の
資
金

■
助
成
額
…
対
象
融
資
に
係
る
信
用
保

証
料
に
助
成
割
合
を
乗
じ
た
額
を
助

成
し
ま
す
。
上
限
額
は
制
度
期
間
を

通
じ
て
50
万
円

■
対
象
者
…
法
人
の
場
合
は
、
市
内
に

事
業
所
を
有
し
、
個
人
の
場
合
は
、

市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す

る
人
（
開
業
資
金
、
小
口
簡
易
資
金

は
別
途
規
定
あ
り
）

　

経
営
や
創
業
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
対
応
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

拡
大
『
り
っ
と
う
元
気
力
向
上
相
談

会
』」
を
滋
賀
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
（
滋

賀
県
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
）
と
の
連
携
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
中
小
企
業
診
断
士
や
税

理
士
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ

ー
な
ど
の
各
種
専
門
家
や
栗
東
市
商
工

会
の
創
業
支
援
担
当
者
が
相
談
に
対
応

し
ま
す
。

　

毎
月
第
４
月
曜
日
に
開
催
で
事
前
予

約
制
と
な
っ
て
お
り
、
無
料
で
何
回
で

も
利
用
可
能
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
信
用
保
証
料
助
成
制
度
、
り
っ
と
う

元
気
力
向
上
相
談
会
と
も
に
、
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

破
砕
ご
み
の
中
に
、
中
身
の

入
っ
て
い
る
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
ガ
ス
ラ
イ

タ
ー
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
原

因
で
、
ご
み
収
集
車
で
火
災
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
１
件
、
平
成

27
年
度
は
２
件
、
本
年
度
も
１

件
発
生
し
、
大
変
危
険
で
す
。

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ

ー
缶
や
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
に
含
ま

れ
る
ガ
ス
は
、
火
気
や
静
電
気

で
引
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

使
い
切
っ
て
か
ら
、
必
ず
ガ
ス

抜
き
・
穴
あ
け
を
し
て
金
属
ご

み
の
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
専
用
の

コ
ン
テ
ナ
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
充
電
式
電
池
か
ら
発

火
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
の

で
、
充
電
式
電
池
は
電
気
店
ま

た
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
「
リ
サ

イ
ク
ル
協
力
店
」
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

制度 資金名 助成割合

セーフティネット資金
新規枠 10分の2

借換枠 10分の2

緊急経済対策資金
新規枠 10分の2

借換枠 10分の2

開業資金 　   ※10分の2

栗東市小規模企業者小口簡易資金 10分の３

滋
賀
県
中
小
企
業

振
興
資
金
融
資
制
度

※開業資金は、平成 28 年４月１日から 平成 30 年３月 31 日の間は 10 分の３

そのごみ、大丈夫？今一度確認を

問環境政策課 生活環境係　
　 ☎ 551-0341　
　  　554-1123FAX

　

市
で
は
、
中
小
企
業
振
興
と
ま
ち
づ
く
り
を
両
輪
で
進
め
る
こ
と
で
、
よ
り
住
み
続
け

た
く
な
る
ま
ち
栗
東
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
共

通
理
解
を
深
め
る
た
め
、「
り
っ
と
う
の
商
工
振
興
」
シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
「
信
用
保
証
料
助
成
制
度
」「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大 

『
り
っ
と
う
元

気
力
向
上
相
談
会
』」
を
紹
介
し
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大
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熊本地震災害募金箱設置・義援金受付を延長
　

熊
本
地
震
災
害
募
金
箱
の
設

置
・
義
援
金
受
付
の
実
施
期
間

を
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
延

長
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
支
援

や
協
力
に
よ
り
、
現
在
（
平

成
28
年
６
月
24
日
締
め
）、

募
金
・
義
援
金
合
わ
せ
て

１
９
５
万
９
２
４
０
円
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

７
月
19
日
に
は
栗
東
中
学
校

生
徒
会
の
皆
さ
ん
が
中
学
校
で

集
め
た
義
援
金
を
市
に
届
け
て

く
れ
ま
し
た
（
写
真
）。
貴
重
な

義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
被
災
地
に
届
け
ま
す
。

　

滋
賀
県
で
は
７
月
１
日
を
「
び
わ
湖

の
日
」
と
定
め
て
お
り
、
こ
の
前
後
の

期
間
で
環
境
保
全
に
取
り
組
む
自
治
会

が
今
年
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
に
「
琵
琶
湖
の
保
全
及
び

再
生
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
琵
琶
湖
を
「
国
民

的
資
産
」
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
健

全
で
恵
み
豊
か
な
湖
と
し
て
保
全
や
再

生
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
生
活
環
境

の
保
持
と
健
全
な
発
展
に
寄
与
し
、
湖

沼
が
も
た
ら
す
恵
沢
を
将
来
に
わ
た
っ

て
享
受
で
き
る
自
然
と
共
生
す
る
社
会

の
実
現
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
国
で
基
本
方
針
が
定
め

ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
現
在
滋
賀
県

で
は
「
琵
琶
湖
保
全
再
生
施
策
に
関
す

る
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

国
や
関
係
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
べ

き
施
策
の
対
象
が
森
林
、
農
地
、
市
街

地
、
河
川
、
湖
辺
、
湖
内
な
ど
広
範
多
岐

に
渡
る
幅
広
い
分

野
と
な
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
講
演
は
、
講

師
に
櫃ひ

つ

本も
と

真し
ん

聿い
ち

さ
ん
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

櫃
本
さ
ん
は
、
医
学
博
士
で
保
健
所

長
、
愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院
医
療

福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
長
を
経
て
本
年
度

か
ら
滋
賀
県
医
療
福
祉
推
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

　
「
入
院
し
て
も
す
ぐ
に
退
院
に
な
る
」

な
ど
医
療
や
福
祉
の
不
安
や
心
配
ご
と

に
つ
い
て
「
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
」
か
ら
「
こ
の
よ
う
に
し

た
ら
い
い
」
と
い
う
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
ま
で
、「
た
め
に
な
る
」
話
が

聞
け
ま
す
。
ま
さ
に
、
生
活
者
の
正
義

の
味
方
の
お
医
者
さ
ん
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

周
り
の
人
や
自
分
の
最
期
を
考
え
見

つ
め
る
集
い
と
し
て
平
成
25
年
よ
り
年

５
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
15
回
目
と
な
っ
た
７
月
21
日
は

「
う
ま
く
生
き
る
生
き
方
～
賢
く
相
続

～
」
の
テ
ー
マ
で
自
分
の
旅
立
ち
の
備

え
と
し
て
自
分

や
大
切
な
人
が

円
満
に
暮
ら
す

こ
と
に
役
立
つ

の
話
題
提
供
の

後
、
グ
ル
ー
プ

で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
ま

し
た
。

　
「
生
き
方
カ
フ
ェ
」
の
年
５
回
開
催

の
う
ち
、
１
回
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
周
り
の
人
や
自
分
の
最
期

を
考
え
見
つ
め
る
人
を
一
人
で
も
増
や

そ
う
と
昨
年
11
月
に
栗
東
芸
術
文
化
会

館
さ
き
ら
中
ホ
ー
ル
で
「
さ
ぁ
来
い
！

老
後
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
在
宅
看
取
り

の
写
真
展
を
同
時
開
催
し
、
約
７
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
そ
の
第
２
弾
と
し
て
、
実
行

委
員
10
人
と
「
た
め
に
な
る
」
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

  

☎
551-

０
１
１
８

 　

553-

３
６
７
８

FAX

今
年
も
や
り
ま
す
！
「
生
き
方
カ
フ
ェ
」

「
生
き
方
カ
フ
ェ
」
っ
て
？

今
年
の
内
容
は
？

「生き方カフェ」
フォーラム
・日時…11 月５日㈯
　13 時 30 分～ 16 時
・場所…さきら中ホール
・内容…櫃

ひつ

本
もと

真
しん

聿
いち

さん
　　　　の講演など

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  

☎
551-

０
２
８
５ 　

551-

０
５
４
８

問
環
境
政
策
課 

環
境
政
策
係

  

☎
551-

０
３
３
６ 　

554-

１
１
２
３

FAX

FAX

「
び
わ
湖
の
日
」

 

７
月
１
日
は
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　物の受け渡しは、丁寧に言葉を添えて

～栗東市子育てのための12か条＜人との接し方５か条＞～

子育て情報
～熱中症を予防～

　熱中症とは、高温多湿な環境に長くいることで、
徐々に体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温
の調節機能がうまく働かなくなり、体内に熱がこ
もった状態を指します。
　屋外だけでなく室内で何もしていないときでも
発症し、重症になると命にかかわることもありま
す。暑さの感じ方は人によって異なりますので、
体調の変化に気をつけ、熱中症を正しく理解し、
予防に努めましょう。 

〈熱中症予防のポイント〉
□部屋の温度をこまめにチェック
□室温は 28℃を超えないように、
　エアコンや扇風機を活用
□室内でも、外出時でも、のどの
　渇きを感じなくてもこまめに水分補給
□外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日

よけ対策も
□無理をせず、適度に休憩
□栄養バランスの良い食事と体力づくり

〈熱中症になった場合の応急処置〉
１．涼しい場所に移動し、衣服を緩めて安静に休

ませる
２．エアコンをつける、扇風機・うちわなどで風

をあて体を冷やす
　（特に、首の回り、脇の下、足の付け根など）
３．飲めるようであれば、水分を少しずつ取らせる
※自分で水が飲めない、意識がない場合はすぐに

救急車を呼びましょう。

■高齢者や子どもは特に注意しましょう。
・高齢者は暑さや水分不足に対する感覚機能が低

下しています。また、暑さに対するからだの調
整機能も低下しているので注意が必要です。

・子どもは体温の調節能力がまだ十分に発達して
いないので、気を配る必要があります。

・のどの渇きを感じていなくても、こまめに水分
補給しましょう。暑さを感じなくても室温や外
気温を測定し、扇風機やエアコンを使って温度
調節するよう心がけましょう。

～夏季の省エネに取り組みましょう～

■所有者が亡くなったとき
　固定資産税は毎年１月１日（賦課期日）に
土地・家屋・償却資産を所有している人が、
その固定資産の価格をもとに課税されます。
　土地・家屋の所有者が賦課期日前に亡くな
った場合には、法務局に相続登記が完了する
までの間、相続人を代表して納税通知書を受
領し、納付していただく「相続人代表者指定
届」の提出が必要です。
■家屋（建物）を取り壊したとき、所有権を

変更したとき
　取り壊された家屋が登記家屋である場合
は、法務局に建物滅失登記の申請を行ってく
ださい。取り壊された家屋が未登記家屋（法
務局に登記されていない家屋）の場合は、「家
屋（建物）取壊届」を提出してください。
　また、未登記家屋の所有者を売買・相続な
どにより変更する場合は、「所有権移転申立
書」を提出してください。

固定資産税に関する各種届出

提出先・問合せ…税務課 資産税係　
　　　　 ☎ 551-0105　 FAX 551-2010

　家庭のエネルギー消費の50％以上は電気
です。家庭で省エネを進めるには電気の使い
方を見直す必要があります。エアコンの冷房
の28℃設定、「よしず」などで窓の日差し対
策、冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変更、
テレビの省エネモード設定など家庭内で無理
のない範囲でご協力お願いします。
■「おうちで、ご近所でクールシェア」
　ひとり１台のエアコン使用をやめて、家族
みんなが集まって１台で楽しく過ごす。また、
近所や友人で集まってコミュニケーションし
ながら省エネ・節電に取り組みましょう。
■「みんなでお出かけクールシェア」
　家庭のエアコンな
どを消して、涼しいと
ころに集まり、楽しみ
ながら省エネ・節電に
取り組みましょう。

問健康増進課 母子保健係
　☎ 554-6100　 FAX 554-6101

問環境政策課 環境政策係
　☎ 551-0336　 FAX 554-1123
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りっとう
再発見

《葉山東小学校》「ニコッとあいさつ自分から」

もう嫌だ　黙って見てる　自分自身
～平成27年度人権啓発標語 佳作作品～

　

葉
山
東
小
学
校
で
は
、「
ニ
コ
ッ
と

あ
い
さ
つ
自
分
か
ら
！
」
を
合
言
葉

に
自
ら
進
ん
で
あ
い
さ
つ
す
る
子
ど

も
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
実
施
し
た
「
１
年
生
を
む

か
え
る
会
」
で
は
、
各
学
年
が
１
年

生
に
学
校
の
良
さ
や
楽
し
さ
を
分
か

り
や
す
く
教
え
ま
し
た
。
４
年
生
は
桃

太
郎
の
劇
を
演
じ
、「
日
本
一
の
あ
い

さ
つ
を
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
朝
、「
健
康
観
察
板
」
を

返
却
に
行
く
１
年
生
は
、
職
員
室
の

出
入
り
口
か
ら
中
を
の
ぞ
い
て
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気
な
声

で
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。
少
し

ず
つ
で
す
が
進
ん
で
あ
い
さ
つ
を
す

る
子
ど
も
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
い
た
だ

き
ま
す
」「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
な
ど
日
常
に

使
う
あ
い
さ
つ
を

心
を
こ
め
て
自
然

に
言
え
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

く
り
ち
ゃ
ん
元
気
い
っ
ぱ
い
運
動
　
第
３
弾

＊
あ
り
が
と
う
が
言
え
る
子
育
て
　
　
＊
29

FAX
問
学
校
教
育
課　

　

☎
551-

０
１
３
０

　
　

551-

０
１
４
９

発掘調査と地名
　　　～林遺跡～

120

　

今
回
は
小
字
地
名
と
遺
跡
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、
栗
東
市
林
に
あ
る
林

遺
跡
を
例
に
し
て
紹
介
し
ま
す
。　

　

林
遺
跡
内
に
は
「
車
塚
」「
磐い

わ

穴あ
な

」

「
磐い

わ
　
つ
か塚
」「
大
塚
」「
小ぼ

瓜け

塚つ
か

」「
藤
塚
」

な
ど
の
古
墳
に
関
連
す
る
と
考
え
ら

れ
る
小
字
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
現
在
は
古
墳
と
し
て
は
残

存
し
て
い
ま
せ
ん
が
、「
磐
穴
」「
磐

塚
」
は
石
積
み
の
墓ぼ

室し
つ

が
あ
る
横よ

こ

穴あ
な

式し
き

石せ
き

室し
つ

墳ふ
ん

で
あ
り
、「
大
塚
」
は

１
０
０
メ
ー
ト
ル
×
８
０
メ
ー
ト
ル

の
範
囲
で
周
囲
よ
り
１
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
高
い
畑
地
と
し
て
大
規
模
古
墳
の

名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　
「
車
塚
」
は
全
国
各
地
の
前ぜ

ん

方ぽ
う

後こ
う

円え
ん

墳ふ
ん

に
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
前
方
後
円
墳
の
形
状
が
荷に

車ぐ
る
ま

な
ど
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
つ
け

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
地
名
と
し
て
残
ら
な
い
古
墳

も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
林
古

墳
群
は
相
当
大
規
模
な
古
墳
群
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
林
に
は
大
き
な
山
門
や
本

堂
で
有
名
な
新
善
光
寺
が
あ
り
ま

す
。
寺
の
西
側
に
は
「
田た

福ふ
く

寺じ

」
と

い
う
小
字
地
名
が
残
り
、
古
文
書
に

よ
る
伝
承
で
は
奈
良
時
代
に
金
勝
寺

の
別
院
で
あ
る
「
多た

福ふ
く

寺じ

」
が
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
20
年

に
「
田
福
寺
」
で
実
施
し
た
発
掘
調

査
で
は
、平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
・

室
町
時
代
の
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
ら
は
鬼
瓦
を
含
む
瓦
類
、

花
瓶
、
香
炉
、
石
塔
破
片
、
多
数
の

白
壁
破
片
な
ど
の
ほ
か
「
寺
」
と
墨

書
さ
れ
た
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
寺
院
の
存
在
を
う
か
が

わ
せ
る
遺
物
で
、
奈
良
時
代
の
寺
院

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
寺
院

の
存
在
が
ほ
ぼ
確
実
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
名
や
地
形
か
ら

歴
史
を
探
る
「
歴
史
地
理
学
」
と
、

発
掘
調
査
で
地
中
を
調
べ
る
「
考
古

学
」
の
成
果
が
地
域
の
歴
史
を
解
明

す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

多福寺遺跡の調査では、溝から中世の土器が多数出土

▲「車塚」は前方後円墳が荷車に似ていることから名付けられました

問栗東市出土文化財センター
　☎ 553-3359　 FAX 553-3514

＜日本風俗史辞典より＞
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キラリ☆りっとう

　思いやる気持ちとことばを架け橋にみんなで築こう笑顔の社会
～21世紀スローガンコンテスト 努力賞作品～

キラリと光る栗東ならではの歴史、ブランド、企業、取組みなどを紹介しています。

今月のキラリ★ブランド

今月のキラリ★企業

日清食品株式会社 滋賀工場

　今や「世界食」となったインスタントラーメン。
その原点になるのが、1958年に日清食品が発売
した世界初のインスタントラーメン「チキンラー
メン」であり、1971年に発売した世界初のカッ
プめん「カップヌードル」です。
　当社の創業者・安

あん

藤
どう

百
もも

福
ふく

が戦後間もない食糧難
の時代、焼け野原に飢餓状態の人々があふれてい

るのを目にし、「食が
満たされてこそ、世
の中は平和になり、
文化も栄えることが
できる」という思い
から世に送り出し、今や世界で年間約1,000億食
も消費されています。
　滋賀工場は、1973年に大阪府・高槻工場が移
転する形で、栗東市の現在の場所に設立。今年で
43年を迎え、当社国内直轄４工場の一つで、最
大の生産数を誇っています。
　また、市内の小学3年生が授業の一環として、
弊社工場へ社会見学に来て、「インスタントラー
メンの製造・検査」「働いている人々」「衛生管理」
などについて、学んでいただいています。
　今後も、栗東市の皆さまと関わらせていただ
き、この地より、変わらない「おいしさ」と新し
い「おいしさ」を全国に発信してまいります。

■住所…下鈎140-1　☎552-6005　
■ホームページ…https://www.nissin.com/jp/

栗東からおいしさを世界に

▲

　今月くりちゃんがやってきたおすすめスポット
は栗東市林にある新善光寺です。このお寺には
「佛使の丑」と呼ばれる大きな牛が座っており、
「丑に引かれて善光寺参り」といういわれがあり
ます。
　昔、信

しな

濃
の

の国に、けちで、無
む

信
しん

心
じん

な一人のお婆
さんが住んでいました。ある日、白い布を洗濯し 問栗東観光案内所 ☎551-0126　 FAX 551-6158

て干しておいたら
牛が角で引っ掛け
て逃げていってし
まいました。驚い
たお婆さんは怒って、牛のあとをどこまでも追い
かけました。そして、牛が逃げ込んだ先は善光寺。
お婆さんは牛に導かれ善光寺に参ることで、信仰
の道に入ることができたということです。
　今月は、はやしの里あかりの演出が開催されま
す。皆さんも、「あかりに誘われ新善光寺まいり」
と夕涼みを兼ねて出かけてみませんか。

■はやしの里 あかりの演出 2016　
　～新善光寺・長徳寺・薬師如来堂　行灯回廊～
◦日時…８月 16 日㈫ 17 時～ 21 時（点灯は日没後）
※詳細はお知らせ版５ページをご覧ください。

新
し ん

善
ぜ ん

光
こ う

寺
じ

「佛
ぶ っ

使
し

の丑
う し

」
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６月28日（葉山東小学校）
　葉山東小学校の６年生が草津宿本陣から
新善光寺までの東海道約10㎞を歩いて歴史
を学習しました。保護者やボランティアの
皆さんも子どもたちとともにウォーキング。
各所で地域の皆さんから歴史遺産の説明を
受け、熱心にメモをとる姿が見られました。

６月18日（栗東市民体育館）
　「第33回栗東市心身障がい児・者 レク
リエーション・スポーツ大会」が開催され
ました。車いす競争、パン食い競争、綱引
き、玉入れなど多くの種目により、参加し
た約380人がふれあいを深めながら、楽し
い１日を過ごしました。

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
で
勝
負

中
学
生
が
救
命
処
置
を
学
習

7月１・４・５・６日（栗東中学校）　
　栗東中学校の２年生が体育の授業で１次
救命処置を学びました。生徒は中消防署の
消防士を講師に、心肺蘇生法やAED（自動
体外式除細動器）の使い方を学習。実践と
して、150回の胸骨圧迫を行い、緊急時に迅
速な対応ができるように知識を深めました。

６月26日（栗東市民体育館）　
　「スポーツチャンバラ第24回滋賀県大
会」が開催されました。スポーツチャンバ
ラは空気の入ったやわらかい剣を使用する
安全性の高いスポーツで、競技人口も全国
30万人以上。滋賀県内から集まった参加者
による熱い戦いが繰り広げられました。

東
海
道
を
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
交
流

６月 26 日（なごやかセンター）
　市内在住の障がい者と保護者によ
る会「座☆ポップコーン S」の感謝
祭が開かれました。メンバー９人は
これまで支えてくれた人たちへのお
礼を込めて、元気なダンスや手話を
交えた踊りなど９曲を披露。来場者
との共演もあり、会場からは大きな
拍手が送られていました。

10 年分の
ありがとうを込めて
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

　栗東スラックラインクラブによ
り、体験会が開かれました。ス
ラックラインは細いベルトの上を
バランスをとりながら歩いたり飛
び跳ねたりして楽しむスポーツで
トレーニングにも有効。参加者は
慎重にベルトの上を渡りながら楽
しさを体感していました。

６月23日（葉山小学校）
　葉山小学校では、毎年６年生を対象にさ
まざまな職業の人から話を聞き、将来の夢
を考える「ドリームプロジェクト」が行わ
れています。グループに分かれてJRAの騎
手・福永祐一さん、老舗菓子店「和た与」・
小川与志和さん、中消防署・守田光暉

ひかる

さん
から話を聞いた子どもたち。夢に近づくた
めにできることを考える時間になりました。

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン

体
験
会
が
開
催

６
月
26
日

（
栗
東
市
民
体
育
館

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
前
広
場
）

６月28日（やすらぎの家）
　「栗東ふぁざ～ず倶楽部」による月１回
恒例の公演会が開催されました。23回目
となる今回も、紙芝居やハーモニカの演奏
など、メンバーの特技をいかした内容で
展開。メンバーが週に4回ボランティアで
行っている、喫茶コーナーもオープンし、
利用者が楽しいひとときを過ごしました。

夢に近づくために
今できること

栗東ふぁざ～ず
倶楽部が活躍中
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■
編

集
 / 政

策
推

進
部
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報

課
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520-3088　
滋

賀
県

栗
東

市
安

養
寺

一
丁

目
13

番
33

号
☎

077-553-1234（
代

表
）　

FAX  077-554-1123（
代

表
）

広
報
R

り
っ

と
う

it
t
o

No.９
３

１
2016  ８

・
１

人口（７月１日現在）　人口67,849人　男33,859人　女33,990　前月より 48人増　世帯数26,416世帯

視力障害がある中、車庫
を工房に、知恵と工夫で
生活を便利にする木工作
品を次々に誕生させる。
治田小学校のウサギ小屋
などもボランティアで製
作。中でも、桐の千羽鶴
は見る人を大きな感動に
包み込む。

■
木
工
作
品
を
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
い
つ
か
ら
で
す
か
？

　

昔
か
ら
「
も
の
づ
く
り
」
が
趣
味
で

し
た
。
仕
事
は
陶
器
の
製
造
を
し
て
い

て
、
40
代
後
半
に
は
、
会
社
の
仲
間
と

と
も
に
、
三
重
県
で
山
小
屋
を
一
か
ら

建
て
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
定
年
退
職

後
は
、
職
業
訓
練
校
で
木
工
の
技
法
を

学
び
、
地
域
の
講
座
で
も
学
習
し
ま
し

た
。
講
師
か
ら
「
技
術
を
教
え
て
ほ
し

い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
あ
っ
た
ら
便
利
だ
な
」
と
思
う
も
の

を
考
え
、
製
作
し
て
い
ま
す
。

■
視
力
障
害
が
あ
る
中
、
桐
の
千
羽
鶴
は

ど
う
や
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
す
か
？

　

小
学
３
年
生
の
頃
か
ら
弱
視
に
な
り
、

今
、
右
目
は
失
明
し
、
左
目
も
ほ
と
ん

ど
見
え
な
い
状
態
で
す
。
木
工
作
品
を
作

っ
た
時
に
出
た
桐
の
端
材
を
何
と
か
活
用

で
き
な
い
か
と
考
え
、
縁
起
の
よ
い
千
羽

鶴
を
作
っ
て
み
よ
う
と
挑
戦
し
ま
し
た
。

と
て
も
細
か
い
作
業
で
し
た
が
、
１
日
約

10
個
ず
つ
、
３
か
月
ほ
ど
で
完
成
で
き
ま

し
た
。
１
枚
の
端
材
を
道
具
に
使
い
、
削

っ
た
り
、
切
っ
た
り
し
な
が
ら
、
胴
と
羽

を
作
っ
て
い
き
す
。
そ
の
後
、
別
に
作
っ

た
首
と
尾
を
ひ
っ
つ
け
ま
す
。
道
具
は
手

作
り
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
見
え
な
い

の
で
、
手
の
感
覚
を
頼
り
に
、
長
さ
、
重

さ
、
厚
み
な
ど
を
確
か
め
な
が
ら
作
業
し

ま
す
。
一
番
難
し
か
っ
た
の
は
、
羽
の

角
度
で
す
。
左
右
が
同
じ
角
度
に
な
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
し
た
。

■
障
害
は
ハ
ン
デ
ィ
で
は
な
い
で
す
か
？

　

母
の
言
葉
な
ど
か
ら
視
力
が
な
く
な
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
将
来
の
覚
悟
は
で

き
て
い
ま
し
た
。
63
歳
で
眼
鏡
が
矯
正

不
能
に
な
り
、
70
歳
で
身
体
障
が
い
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。
右
手
は

交
通
事
故
で
不
自
由
に
な
り
、
左
手
は

ヘ
ル
ペ
ス
で
痛
み
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
大
変
だ
と
は
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
生
は
楽
し
ま
な
い
と
損
で

す
。
い
つ
も
ど
う
し
た
ら
楽
し
い
か
を

考
え
て
い
ま
す
。
ご
み
出
し
な
ど
の
家

事
も
し
て
い
ま
す
し
、
畑
で
野
菜
栽

培
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
で
き
な
い

こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
な

い
と
決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
も
の
づ
く
り
」
は
自
分
で
考
え
る

か
ら
面
白
い
で
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

と
ビ
ー
玉
を
活
用
し
た
自
動
ド
ア
、

タ
ン
ス
の
一
部
を
活
用
し
た
椅
子
な

ど
、
今
ま
で
に
工
夫
し
て
多
く
の
も

の
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。「
で
き
な

い
」
と
言
う
前
に
、
ま
ず
は
や
っ
て

み
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

できないことは何もない。創意工夫で人生を楽しむ達人。

佐志原 誠一さん
（84 歳・川辺）

常
に
前
向
き
で
笑
顔
が
絶
え
な
い
佐
志
原

さ
ん（
上
）と
創
意
工
夫
さ
れ
た
作
品
の
数
々


